令和元年11月5日

関係各位
一般社団法人石川県鉄工機電協会

金沢工業大学　先端材料創製技術研究所

令和元年度第2回『最新加工技術に関する研究会』のご案内

　　　　　　　　　　　　　　　　　

拝啓　時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。
平素は最新加工技術に関する研究会に対しまして格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。さて、令和元年度第2回研究会(通算第70回目)を金沢工業大学先端材料創製技術研究所主催、石川県鉄工機電協会の共催で開催いたします。
今回は金型加工用工具に力を入れている工具メーカーと世界最高峰の超高精度マザーマシンの開発に取り組んでおられる企業と大学研究者をお招きしてご講演いただきます。
①三菱日立ツール株式会社 開発技術本部 藤原繁栄 様、保坂光一郎 様より、金型の複雑形状化に対応する異形工用および冷却孔内面の高精度加工を実現する最新工具について紹介いただきます。②安田工業株式会社 技術本部開発部　大下功 様より、新たに開発した微細加工用高精密立型マシニングセンタについて設計開発及び性能についてお話をいただきます。
ご多忙中誠に恐縮ですが、ご出席くださいますようご案内いたします。なお、当日の出席につきましては、11月25日(月)までにEメールまたはFAXにて最新加工技術に関する研究会事務局までお知らせくださいますようお願い申し上げます。
敬具

記
１．日　時：令和元年１１月２８日(木)　　１３：００～１６：００
２．会　場：金沢工業大学　先端材料創製技術研究所　62号館201教室

　　　　　　石川県白山市八束穂3-2　石川ソフトリサーチパーク内

３．講演テーマおよび講師等

①『最新工具による金型加工』                                        13：10～14：10　            　　　　　　　　　　　　　

三菱日立ツール株式会社　開発技術本部　藤原繁栄 氏、保坂光一郎 氏
近年、金型は付加価値の向上の点から複雑形状化が押し進められるのと同時に金型使用における長寿命化も求められている。形状の複雑化に対応するためには工具形状の開発も必要不可欠であり、前半では異形工具の開発動向とその性能について事例を用いて解説する。また、後半はダイカストやプラスチック金型の寿命に影響を与えている応力腐食割れの原因となる冷却穴精度の向上を目指したSRドリルの設計開発とその性能について事例を用いて解説する。
②『微細加工用高精密立形マシニングセンタの最新動向』　   　　　     　14：30～15：30
安田工業株式会社 技術本部開発部　大下 功 氏

当社で開発した微細加工用高精密立型マシニングセンタの開発コンセプトと基本的性能について解説する。また、本装置を用いた非常に複雑な形状な樹脂成型用金型の加工面を均一で光沢のある鏡面とするための取り組みについても解説する。
４．定　員：　60名　
（ただし、定員に達し次第締め切らせて頂きます）
５．受講料：一般　2,000円　（当日ご持参下さい）

６．申し込み・問い合わせ先：
〒924-0838 石川県白山市八束穂3-2　石川ソフトリサーチパーク内

　　金沢工業大学　先端材料創製技術研究所　
最新加工技術に関する研究会主査　　加藤秀治

　　TEL：076-274-9271 ／ FAX：076-274-9251

　　E-mail:hkato@neptune.kanazawa-it.ac.jp
以上
下記のとおり申し込みいたします　　　
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メールでお申込みください。難しいようであればFAX送信でも結構です。
受講受付のご案内の連絡いたしませんので、ご了解願います。
